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難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患等政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

レノックス・ガストー症候群 

 

研究分担者 青天目 信 大阪大学大学院医学系研究科小児科学 助教 

研究要旨 

 レノックス・ガストー症候群は、代表的な難治てんかんの1つである。多彩なてんかん発作

と特徴的な脳波異常で規定される疾患だが、診断が必ずしも容易でない場合もあり、国内で

は疫学調査も行われていない。 

 本レジストリ事業により、縦断的研究のRES-Cは、平成26年11月から27年11月の13か月間

の登録期間に36名の登録がなされた。そしてその後、横断的研究のRES-Rで、平成29年12月ま

での25か月間で、さらに33名の登録があり、合計69名が登録されている。 

 登録している病院名と各地域のてんかん専門診療施設を照合することにより、国内の患者

の実数を推定可能と考えられた。 

 

 

Ａ．研究目的 

 レノックス・ガストー症候群（Lennox-

Gastaut 症候群(LGS)）は、代表的な難治て

んかんの 1 つであり、小児期に発症し、多

彩なてんかん発作と特徴的な脳波所見で規

定される症候群である。有名な疾患で、症状

がそろった段階では診断することは可能だ

が、初期には、時に睡眠時の脳波が必要なこ

ともあり、全例の正確な診断は困難である。

疫学研究では、各研究での診断基準が異な

ることもあり、10 歳以下の難治性てんかん

の小児では 3-10%程度、一般人口では 1000

人中 0.23 人程度の有病率と考えられてい

るが、日本国内での LGS の疫学調査はなさ

れたことがなく、全体像は不明である。 

 本研究では、稀少難治性てんかんのレジ

ストリに登録されたLGSの登録状況につい

てまとめた。 

 

Ｂ．研究方法 

 本研究でレジストリに登録されたLGSの

患者について、情報をまとめた。 

（倫理面への配慮） 

 本研究で情報を収集した症例を登録した

各病院では、本研究に関する倫理委員会で

の承認を経ている。 

※ 昨年、本研究分担者が所属している大

阪大学の倫理委員会の審査は、管轄が全学

のヒトゲノム倫理委員会から医学部附属病

院未来医療開発部臨床研究センターの倫理

委員会に移り、倫理審査請求を行い、平成3

0年4月の倫理委員会で審査を受けることに

なりました。そのため、大阪大学の症例は、

症例登録を行えておりません。しかし、すで

に他施設で登録されている症例の処理デー

タについては、研究班として報告する義務

があると考え、他施設で登録されたLGSに関

わる部分のみ、報告書を作成しました。 
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Ｃ．研究結果 

 上記の通り、当院の患者については、まだ

登録を開始はできなかった。 

 RES-Rに登録されているLGSの患者につい

ては、平成26年11月から平成27年11月まで

に、RES-Cで登録された患者数は36名であっ

た。その後、平成29年12月時点で登録された

患者数は、69名であった。 

 

Ｄ．考察 

 LGSの患者登録は、約2年で33名が追加さ

れていた。本研究が、国内の主なてんかん専

門施設を網羅しており、LGSは極めて難治の

てんかん症候群で、てんかん専門医を受診

している可能性が高いことを考慮すると、

相当な割合の患者が登録されていると考え

られた。今後、登録している病院と地域ごと

のてんかん診療の実情を照合することによ

り、実際の患者数を、大まかに推定すること

が可能となると思われる。 

 

Ｅ．結論 

 LGSの患者は、平成29年12月現在で69名が

登録されていた。地理的分布と登録してい

る病院を考慮することにより、LGSの患者数

を推測することにつながると考えられた。 

 なお、大阪大学の研究進捗状況が遅いた

めに、登録が遅れていることについては、次

年度早期から登録を進めていきたい。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

なし 

 

 2. 実用新案登録 

なし 

 

 3.その他 

なし 


